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12月5日・6日、10人の議員が一般質問を行いましたので、その内容を要約してお知らせします。　　　　　なお、原稿は質問議員本人が執筆しています。

一般
質問 市政を問う

阿部　雅彦
A　竹田市も女性の転出が顕著なことから、多様
なライフスタイルの構築に取り組み、女性が暮
らしやすく、働きやすい環境づくりを目指す。

地方創生について

その他
質　問

・竹田市教育大綱について
・スポーツ振興について

用語解説
※ジェンダーギャップ…男女の違いによる格差のこと

目標人口
社人研推計

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

（人）

2015
（平成27年）

2020
（令和2年）

2025
（7年）

2030
（12年）

2035
（17年）

2040
（22年）

2045
（27年）

Q　人口減少をくい止める取組についてはどのよ
うな総括をしているのか。
A　就業や就農支援の取組をはじめ子育て支援、
移住希望者への補助制度について第３期地方創
生ＴＯＰ総合戦略の中でさらなる充実強化を図る。

Q　賃金や雇用面の取組についてはどうか。
A　雇用については一定の効果が上がっているが、
賃金面を含め地場産業の支援や企業誘致の取組
の中でさらなる環境改善を図る。

Q　ジェンダーギャップ解消の取組についてはど
うか。

2045（令和27）年 目標人口 12,600人

第2次竹田市総合計画から抜粋

約12,600

1,081人増

11,519

22,332
20,332
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12月5日・6日、10人の議員が一般質問を行いましたので、その内容を要約してお知らせします。　　　　　なお、原稿は質問議員本人が執筆しています。

Q　竹田市内で発生している特殊詐欺の具体的な
件数や傾向についてどう把握しているか。
A　竹田警察署からの情報では、令和４年度が４
件、被害金額232万7千円、令和５年度が７件、
被害金額1,154万円、令和６年度については、
10月末現在で２件、被害金額264万円。架空請
求による詐欺被害がほとんどであり、被害にあ
われた方の年代は、60歳以上の方が大半を占め
ている。

Q　市民の財産と安全を守る対策にどう取り組む
か。

A　大分県警察及び竹田市防犯協会連合会と連携
し、防犯パレード等の街頭啓発活動、自治会へ
のチラシの配布、広報たけたへの掲載などを
行っている。市内で詐欺が疑われる事例が発生
した場合は、ＩＰ告知放送による注意喚起を
行っている。特殊詐欺等防止機能付き電話等を
購入した場合、その費用の一部を補助している。

Q　米価の上昇をどのように分析しているか。
A　米価の上昇は農家にとって喜ばしいが、急激
な価格上昇に伴う米離れが危惧される。全国で
はＷＣＳや飼料用米から主食用米へ転換する動
きもあることから、需要と供給のバランスが崩
れることも考えられる。今後の動向を注視して
いく。

後藤　建一

Q　ビジネスケアラーへの支援をどのように取り
組んでいくか。
A　経済産業省では、仕事をしながら家族の介護
に従事する諸課題の対応として「企業経営と介
護両立支援に関する検討会」を開催している。
今後、国の動向を注視していく。

Q　無電柱化に伴う交流人口・観光客誘致をどの
ように評価しているか。
A　竹楽では無電柱化事業による景観の改善が観
光客に好印象を与え、人出が多くなった要因の

ひとつと考えられる。今後も観光部局と連携しな
がら無電柱化によって創出された空間を活用し、
交流人口の
増加に向け
た取組を行

　っていく。

その他
質　問

・児童生徒の読書環境について
・市立図書館の施設管理と課題について

工藤　忠孝

安心安全なまちづくり
について

ビジネスケアラーに
ついて

無電柱化事業について

農業振興について

用語解説
※ビジネスケアラー…仕事をしながら家族の介護に従
　事する人のこと
※ＷＣＳ…牛の飼料用にする稲のこと

令和6年度防犯パレード令和6年度防犯パレード

無電柱化（下本町）
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Q　実証運転の実情と今後のひろがりは。
A　実証運転期間は三年間である。一定の効果は
見られるが、まだまだ利用者が少ない。利用者
を増やすために周知方法の工夫をしていく。今
後、直入地域について実証運転を検討する。

Q　公共交通の利便性が確
保されていない自治会へ
の対応は。
A　予約型乗り合いタク
シーの拡大やコミュニ
ティバス路線のダイヤ改
正などで利便性の確保に
努めたい。

Q　基盤整備された後に、有休農地になっている
面積を把握しているか。

A　面積、割合については、一筆ごとの調査が必
要であり、把握は難しい。台帳の整理を行い、
把握に努める。

Q　営農者へ加入を勧めている収入保険にかかる
保険料の補助を導入してはどうか。

A　市単独では難しい。県に対して強く働きかけ
ていく。

Q　竹田市立こども診療所医師は、昨年７月から
毎日、市役所にて人事担当者と面談を続けてい
るが、面談は円滑に行われているか。
A　真摯に丁寧な対応を行っている。

Q　この面談の内容と対応等は。
A　面談は復職支援のために行われたものであり、
個人のプライバシーに関するものがあるため、
内容の公表については控える。

Q　診療所で勤務した職員の健康問題で、このよ
うな事態におちいった原因をどう把握し、どの
ように対応したか。

A　医師を含め３名の職員がこれまでに体調不良
で病気休暇を取得している。診療所での働き方、
働かせ方、人員体制など全般にわたって問題が
あった。この問題を解決するため、竹田市立こ
ども診療所検討委員会を設置して審議していた
だいている。

Q　診療所の再開及び医師の職場復帰の期待は持
てるか。

A　検討委員会の答申を踏まえ、運営方針が決定
したら、現医師との協議を重ね、良い環境を整
えて再開を目指したい。

賀籠六　めぐみ

竹田市地域公共交通
計画について

上島　弘二

竹田市立こども診療所
について

遊休農地問題への対応策について

用語解説
※収入保険…青色申告を行っている農業者が加入でき、
　経営努力では避けられない収入減少を補填する制度

竹田市立こども診療所
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Q　気候変動の影響による農作物の高温障害につ
いて市の見解は。また対策についての取組はあ
るか。
A　県の短期集中県域支援品目であるピーマンに
ついては、昨年度から高温障害による影響がみ
られ、機能性フィルムや遮光資材等の導入に対
して助成をおこなっている。県では他の園芸品
目についても、今年度中に高温障害対策など緊
急支援事業を検討していく動きがある。詳細が
わかり次第対応していく。

Q　竹田市では昨年８月の最高気温の平均が34℃
で、10年前より4.7℃上昇している。小中学校
は全て屋外プールであり水温や外気温の上昇に
より授業への影響が心配される。加えて老朽施
設が多く、今後の維持経費も大幅な増大が見込
まれる。市民の利用も視野に入れた屋内プール
建設が必要ではないか。

A　現状の１校１プール方式は維持費の面でも限
界にきている。当面はプールの拠点校方式を検
討する。市民も利用できる屋内温水プールを対
象とした学校体育諸施設整備事業もある。しか
し建築費や維持費は膨大となるため慎重な検討
が必要と考えている。

Q　竹田市立こども診療所の再開に向け検討委員
会以外の主体的取り組みと再開の目途は。

A　医師は過去の市の対応や言動に不信感を抱い
ており、いまだ医師との話し合いの土壌はでき
ていない。議会の年度内再開を求める決議を重
く受け止め、検討委員会の答申

　を受けて早期再開に努める。

熊野　忠政

農作物の高温障害
対策について

阿南　智博

屋内プールの整備に
ついて

Q　高温でも品質や収量を保てる品種の選定や改
良を進めるべきではないか。

A　高温耐性品種の選定、改良は必要と考えてお
り、現在、トマト・ピーマンについては県の農
業技術センターで実証を行っている。また、県
や市の農業普及員、大分県農協とも協議を重ね
ている。今のところ、現行の品種以上に高温耐
性のある品種の選定には至っていないが、今後
も検討を進めていく。

その他
質　問 ・鳥獣被害防止対策について

その他
質　問

・都市計画区域について
・地域の祭事について

竹田市立こども診療所について

遮光資材等導入ハウス



たけた市議会だより
令和7年2月1日6

Q　おおいた和牛のブランド力向上についての対
策は。
A　但馬牛など日本三大産地では、肉質と成長の
面からしっかり特徴づけを行っている。繁殖地
域の竹田市においては、肥育においておいしい
和牛肉になるような繁殖雌牛の産肉能力を上げ
ること、種雄牛の交配をしっかり進めること、
歩留まりの良い牛を作るための育成技術の改良
と飼養管理技術の向上をしっかりと行うことで
ある。竹田市の飼養牛の潜在能力は非常に高い
ものがあり、枝肉共進会では、竹田産の牛が上
位を占めて、産肉能力は高く評価されている。
おおいた和牛をトップブランドに押し上げるた
めに、しっかりとした生産体制の構築、ブラン
ドの認知度の向上、そして何より大分県民に愛

Q　こども診療所検討委員会の役割は。
A　①診療所を働きやすい環境とするため改善す
べき事項等について②解決するべき課題がある
なら、それを繰り返さないようにするための体
制作りについてを提言をいただくためである。

Q　診療所のルール作りは誰の責務なのか。
A　検討委員会の答申を基に竹田市が決定する。

Q　診療所を再開できない一番大きな理由は何か。
A　検討委員会に諮問し答申を待っている状況で
ある。設立以来、積み重なってきた課題を解決
しないまま再開するわけにはいかない。新たな
方針で再開させたい。

山村　英治

畜産経営の現状と
課題について

鷲司　英彰

される牛肉として育てていくために、流通団体、
卸業者、生産者と協力し、大都市向けではなく
県内宿泊施設や飲食業者をまきこむオール大分
での対策が必要と考える。

その他
質　問

・グランツたけたの事業計画及び
　予算について
・クアハウスの運営状況について

その他
質　問 ・食と文化による地域創生について

竹田市立こども診療所
について

第1回検討委員会第1回検討委員会
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第４回定例会
令和 6年度 一般会計補正予算

補正予算の概要
出歳

入歳

2億7,585万円減額 （総額：223億1，845万8千円）
　令和６年第４回定例会・予算特別委員会が12月11日に開催され、付託された令和６年度一般会計補
正予算第６号及び最終日に追加提案のあった令和６年度竹田市一般会計補正予算第７号を慎重審査した
結果、全会一致で可決されました。

Q　水田活用の直接支払い交付金は平成22年度に
「米の直接支払交付金」に代わる制度として始
まった。交付金の利用実績は。
A　戦略作物ごとの利用実績は次のとおりである。
（国費対象のみ）

Q　麦・大豆を水田で栽培した農家に対して、令
和４年度から５年間（令和4～8年度）に水稲が
作付けされなかった農地は交付金の対象外とす

渡辺　克己

水田活用の直接支払い
交付金について

る方針が決定された。交付金の対象とするため
の条件は。

A　令和７、８年度に水稲を作付けするか、対象
水田を一定期間「水張り」をすることで交付対
象水田となる。令和９年度以降も５年に一度の
水稲の作付けか、水張りが必要である。（５年
水張りルール）

Q　５年水張りルールが農家負担になるのではな
いか。

A　交付対象外となる水田が少なくなるよう取り
組む。

その他
質　問

・中山間地域等直接支払制度について
・国営大蘇ダムについて

作　物 団体数（経営体数）
1
7
226
457
25

面積（ha）
0．9
48
125
599
90

298
16，867
43，656
479，136
73，353

　 麦 　
大 豆
飼料作物
Ｗ Ｃ Ｓ
飼料用米

交付金額（千円）

可決可決

◆総務費
　移住定住支援事業 200万円
◆民生費
　令和5年度の事業費確定に伴う障害福祉費等国・
　県負担金等返納金 3,758万8千円
　住民税非課税世帯等給付金給付事業費 1億3,654万円
◆衛生費
　浄化槽整備推進事業特別会計への繰出金 230万円
◆農林水産業費
　畜産生産振興対策事業費 △3,500万円
　畜産クラスター協議会事業費 △3,375万円
◆商工費
　観光施設等管理費 50万円
◆土木費
　道路維持補修事業費 1,000万円

◆消防費
　防火水槽設置工事費 84万7千円
◆教育費
　都市広域圏公共施設予約システム整備事業費 430万6千円

　分担金及び負担金 △1億6,162万5千円
　国庫支出金 1億3,467万7千円
　県支出金 △2億5,698万円
　財産収入 629万9千円
　寄附金 86万1千円
　基金繰入金 1億4,818万5千円
　諸収入 1,432万9千円
　市債 △1億4,220万円
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議決結果 令和6年
第4回定例会
令和6年11月29日～12月20日 議案等の議決結果

●条例案

●予算案

●一般案

●議会議案

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

議案番号 件　　　　　　　　　名 結　果

議案第８９号
議案第９０号
議案第９１号
議案第９２号
議案第９３号
議案第９４号
議案第９５号
議案第１２１号
議案第１２２号
議案第１２３号

報 告 第 ６ 号
議案第８１号
議案第８２号
議案第８３号
議案第８４号
議案第８５号
議案第８６号
議案第８７号
議案第８８号
議案第１１６号
議案第１１７号
議案第１１８号
議案第１１９号
議案第１２０号

議案第９６号
議案第９７号
議案第９８号
議案第９９号
議案第１００号
議案第１０１号
議案第１０２号
議案第１０３号
議案第１０４号
議案第１０５号
議案第１０６号
議案第１０７号
議案第１０８号
議案第１０９号
議案第１１０号
議案第１１１号
議案第１１２号
議案第１１３号
議案第１１４号
議案第１１５号
議案第１２４号

議会議案第２号

竹田市コミュニティバス運行条例の全部改正について
竹田市市営住宅条例の一部改正について
竹田市水道事業給水条例の一部改正について
竹田市立保育所条例の一部改正について
竹田市身体障害児及びひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部改正について
竹田市立小学校設置条例及び竹田市体育施設条例の一部改正について
竹田市学校給食費徴収条例の一部改正について
竹田市職員の給与に関する条例及び竹田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
竹田市長及び副市長の給与に関する条例及び竹田市教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
竹田市議会議員報酬及び費用弁償条例の一部改正について

専決処分事項「令和6年度竹田市一般会計補正予算（第5号）」について
令和6年度竹田市一般会計補正予算（第6号）について
令和6年度竹田市長湯温泉療養文化館特別会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について
令和6年度竹田市介護保険特別会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市水道事業会計補正予算（第1号）について
令和6年度竹田市簡易水道事業会計補正予算（第1号）について
令和6年度竹田市農業集落排水事業会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市一般会計補正予算（第7号）について
令和6年度竹田市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第3号）について
令和6年度竹田市水道事業会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市簡易水道事業会計補正予算（第2号）について
令和6年度竹田市農業集落排水事業会計補正予算（第3号）について

財産の無償譲渡について
財産の無償譲渡について
竹田市と大分市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と別府市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と中津市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と日田市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と佐伯市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と臼杵市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と津久見市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と豊後高田市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と杵築市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と宇佐市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と豊後大野市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と由布市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と国東市との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と日出町との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と九重町との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市と玖珠町との証明書等の交付等に係る事務の廃止に関する協議について
竹田市菅生育苗センターの指定管理者の指定について
竹田市水の国のわくわく農園及び道の駅すごうの指定管理者の指定について
製造請負契約の締結について

竹田市議会委員会条例の一部改正について

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

可　決
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　令和６年11月６日から８日にかけて、京都府福
知山市では廃校Re活用プロジェクトについて、京
都府綾部市では空き家活用定住支援策について調
査研究を行った。

　
  テーマ：廃校Re活用プロジェクトについて
　京都府福知山市は人口7万４千人余りの市であ
る。児童数の減少に伴う学校の再編により平成24
年度には27あった小学校が約半分になり、16の
廃校が発生した。福知山市が取り組む「廃校Ｒe
活用プロジェクト」について財務部資産活用課か
ら説明をいただいた。
　現在、行政利用２校、民間活用８校の計10校で
学校用途以外の活用事業を行っている。行政利用
としては、竹田市も行っている文化財保存庫及び
消防詰所などの複合化施設としての利用だ。民間
活用は店舗兼工場、キャンプ場や農業用施設など
様々である。活用方針は、民間ニーズを尊重し賃
貸・売却とも可能としている。賃貸の場合は、建
物は無償とし土地は有償としている。
　活用の流れで重視しているのは地域の同意と意
見反映である。サウンディング型市場調査により
情報収集や参入意向の把握を行う。次に公募型プ
ロポーザルによる選考へ移行する手法である。ま
た、「金融機関との公民連携促進に関する協定の
締結」や「廃校マッチングバスツアー」などがメ
ディアに注目され「廃校」を切り口としたシティ
プロモーションに貢献したとのことであった。

総務常任委員会
　　　　委員長　阿南　智博

　福知山市の廃校活用が注目を集め始めたのは、
創業者が福知山市出身の和洋菓子製造販売会社が
地域貢献として廃校を買い取り、店舗兼工場「里
山ファクトリー」として、地域活性化に貢献いた
だいたことがスタートとなった。

  テーマ：空き家活用定住支援策について

　二日目は「移住立国あやべ」を標榜する京都府
綾部市で「空き家活用定住支援策」の取組につい
て説明いただいた。綾部市は人口３万人ほどの市
だが、人口動態を見ると竹田市同様に年間500人
程度の減少が続いている。このため移住定住施策
に力を入れており、空き家を活用した定住促進の
各種事業は竹田市の方がきめ細かな対応が考えら
れている印象があった。竹田市の取組以外では、
定住者の誘導施策として、市が空き家を借り上げ
改修して管理しながら、定住希望者へ賃貸する制
度を設けている。定住率は４割程度となっている。
また、Ｕターンを促進する3040成人式を実施し
ている。30歳、40歳の綾部出身者、在住・在勤、
在住歴、在学歴の方を対象に同級生との絆を深め、
ふるさとの良さを再認識してもらう取組とのこと。
ほかにも地元住民や先輩移住者の生活を紹介する
動画配信など考えられる施策は何でもやるという
姿勢が印象的であった。京都府福知山市

京都府綾部市

令和６年度

行政視察報告
総務常任委員会

京都府 福知山市

京都府 綾 部 市



産業建設常任委員会　
　　　　　　委員長　池見　　傑
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滋賀県近江八幡市

大阪府富田林市 ヴォーリズと少女の像

令和６年度

行政視察報告
産業建設常任委員会

　令和６年11月12日から14日にかけて、大阪府
富田林市では公民連携の水道事業を活用したマイ
クロ水力発電について、滋賀県近江八幡市では近
江八幡市観光振興計画及びインバウンド対策につ
いて調査研究を行った。

  テーマ：マイクロ水力発電について
　水道事業を活用したマイクロ水力発電について

大阪府富田林市役所の水道工
務課から説明を受けた。富田
林市には２か所の発電施設が
あり、市に入る売電収益は２
か所で100万円程とのこと。
この事業の興味深いところは
市の発電施設設置に対しての
負担がないことである。市が

所管する配水池等に民間のDK－Power㈱が行政
施設利用料を支払い、発電施設を設置している。
発電による売電収入は市と折半し、メンテナンス
等の維持費も市が負担する必要がないのも魅力的
である。現地視察した金剛東配水池ではDK－
Power㈱の社員から施設概要や導入に係る地理的
条件等について丁寧にご説明
いただいた。竹田市内にも水
路等を活用した小水力発電施
設は土地改良区単位で行われ
ているが、ゴミ処理等に苦慮
しているとの話も聞いている。
竹田市に可能な水道施設があ
れば、ぜひともトライして欲しいと考える。

大阪府 富田林市

  テーマ：観光振興計画・インバウンド対策について
　滋賀県近江八幡市は織田信長が安土城を築いた
地である。その他にも近江牛発祥の地でもあり、
日本の東西を分ける琵琶湖に面した平坦で穏やか
な地形は、まち歩きや自転車で周遊するにはとて
も適していると感じた。

　今回の目的は関西圏の中で滋賀県の都市がどう
観光振興に取り組んでいるか、観光振興計画につ
いて近江八幡市役所の総合政策部及び観光政策課
に説明いただいた。近江八幡市の観光振興計画は
令和５年３月に改訂され、①市民の暮らしへの影
響とカタチの変化②まちづくりの精神継承時期の
到来③近江商人の倫理の再評価が計画改訂の背景
となっている。昔からの商家の多い新町通りを中
心にウィリアム・メレル・ヴォーリズの建築物巡
りや白洲正子ゆかりの地を訪れる企画等を通じて
再来客を増やし様々な体験を通じての魅力を知っ
てもらうものであり、近江商人の精神の継承を実
践されていること
が伺えた。体験型
コンテンツの醸成
や中核を担うスポッ
トの存在など竹田
市の観光振興の参
考としたい。

滋賀県 近江八幡市



社会文教常任委員会　
　　　　　　委員長　熊野　忠政
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大阪府大東市

令和６年度

行政視察報告
社会文教常任委員会

大阪府

奈良県生駒市

　令和６年10月22日から24日にかけて、大阪府
大東市では家庭教育支援及び子育て支援について、
奈良県生駒市では介護予防事業及び部活動の地域
移行について調査研究をおこなった。

  テーマ：家庭教育子育て支援について
　大東市では、平成28年より家庭教育支援チーム
「つぼみ」を立ち上げ、子どもの健やかな育ちの
基盤である家庭において、保護者が安心して子育
て及び教育を行うための支援事業を開始している。
孤立の未然防止、地域とのつながりづくり、課題
の早期発見、学びの提供、情報提供を目的として、
事業活動方針を決定する地域協議会、事業運営を
する基幹チーム、家庭訪問等を実行する相談・訪
問チームで構成されている。小学校区ごとに12
チームがあり、それぞれにスクールソーシャル
ワーカーを１名配置し事業に取り組んでいる。
　また、子育て支援として、平成30年８月に子育
て世代包括支援センター「ネウボランドだいと
う」を開設し、福祉・子ども部と地域保健課、教
育委員会の３部局が同一フロア内で連携し、母子
保健、子育て、学校教育の支援をおこなっている。
様々な年齢の子どもへの支援をワンストップで実
現するための手段としては最適であると言える。
来所の敷居が低く、役所っぽさもなく、まさに大
東市のブランドメッセージのとおり「子育てする
なら、大都市よりも大東市」であると強く感じた。

　　　

  テーマ：介護予防事業について
　　　　   部活動の地域移行について

　生駒市は全国でも介護予防の先進地であり、地
域包括ケアシステムの構築により、要介護認定率
の低減・維持を目標としている。地域包括ケア推
進課を担当課として、基幹型地域包括支援セン
ター係、予防推進係、包括ケア推進係、地域共生
サミット推進室の17人体制で、総合事業の推進な
ど地域支援事業全般を担っている。高齢者問題を
担当課だけの対応にせず、副市長の次に特命監を
任命し取り組んでおり、全庁をあげてのまちづく
り施策に高齢者の課題を包含するという考え方で
ある。

　また、学校部活動の地域移行を見据えた「新た
な地域クラブ活動」の推進として、学校や地域団
体と連携した「ワンストップ支援体制の構築」に
取り組んでいる。以前より、地域のスポーツ団体
や関係者と連携し、市自体のスポーツ推進計画の
各施策を進めてきたことで、自然な流れで受け皿
組織ができているが、課題は運
営経費の捻出であるとのこと。
本市においても、運営経費の確
保と指導者・受け皿団体の確保
が一番の課題であり、今後しっ
かりとした取り組みが必要であ
る。

奈良県 生 駒 市

大 東 市
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市
民
と
の
意
見
交
換
会

　令和６年11月６日、市議会委員会室に
おいて、鳥獣害対策や新規就農をテーマ
に各地区の農業委員会委員（13名）と意
見交換を行った。
　意見交換の中では次のようなご意見や
ご要望をいただいた。
①鳥獣害対策について
●猟友会の無い地区に対する対応策。
●捕獲報奨金の増額による猟友会の活性
　化。
●ジビエ等の食肉処理をする施設の充実。
●金網柵の設置について、高齢化に伴い
　設置作業が困難な地域への支援。

②新規就農について
●新規就農者に対し空き家バンク等と連
　携した農地付きの空き家の紹介支援。
●親元就農の奨励補助金等の活用。

　この他にも定期的に意見交換会を行っ
てほしいなどの要望もあった。今後も
様々な課題を共有して執行部にも働きか
けていきたい。

産業建設常任委員会　　　　　　
委員長　池見　　傑

産業建設常任委員会 × 竹田市農業委員会

　令和６年11月18日、宮砥分館において、
暮らしのサポートセンター連絡協議会
（約20名）との意見交換会を行った。竹
田市は高齢化率が約50％で要支援、要介
護者が急増している。行政では手の行き
届かない、ちょっとした困りごと等の生
活支援を、市内７エリアの暮らしのサ
ポートセンターが担っている。「できる
人ができる時にできる範囲で」をモッ
トーに活動しているが、どこのエリアも
活動会員、賛助会員が不足しており、併
せて利用会員も増やす必要がある。人材
不足と併せて活動経費の不足もあり、合
同通信等の発行経費負担や、活動会員や

利用会員が増えるようケーブルテレビ等
を利用し市民にアピールしてほしいとの
強い要望があった。
　また、利用会員の中には認知症の人が
増えており、予防対策はいろいろと取り
組んでいるが、認知症になってからの対
策、援助が何もないので支援願いたいと
のこと。
　議会としても、暮らしのサポートセン
ターに対して理解を深め、会員不足など
の課題解決に向けて執行部に働きかけて
いきたい。

社会文教常任委員会　　　　　　
委員長　熊野　忠政

社会文教常任委員会 × 暮らしのサポートセンター連絡協議会
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市営温泉施設の
課題と展望 ～特別委員会が調査結果を報告～

　議会の特別委員会として活動を続けてきた温泉
施設管理運営等調査特別委員会が、このたび所管
の調査を終了し、最終報告を提出しました。ここ
では、その内容の一部を市民の皆様にご紹介させ
ていただきます。
　なお、委員会は設置目的を達成したことから、
解散する運びとなりました。

温泉施設管理運営等調査特別委員会 最終報告書

■設置年月日　令和６年３月19日
■委　員　数　14人
■開催回数　７回
■調査事件　市営温泉施設の管理運営等に関す
　　　　　　　る調査
■調査対象となった施設
　①竹田温泉花水月
　②荻の里温泉　
　③長湯温泉療養文化館御前湯
■調査結果及び意見等
　温泉施設管理運営等調査特別委員会は、市営温
泉施設の管理運営等に関する詳細な調査を実施し
ました。その結果、各施設で深刻な課題が浮き彫
りとなりました。まず、施設の老朽化が進行して
おり、大規模な改修が避けられない状況です。

また、階段のすべり止めや安全誘導サインの不足
など、安全面での改善が急務となっています。経
営面では、全施設で赤字が継続しており、抜本的
な改善策が求められています。さらに、インター
ネットやＳＮＳを活用した効果的な広報戦略が不
足しており、各施設の魅力を十分に発信できてい
ません。加えて、地域特性を活かした差別化戦略
も不十分で、各施設の独自性が発揮されていない
状況です。
　これらの課題に対し、委員会は具体的な対応策
を示しました。計画的な施設整備と安全対策の強
化、施設規模の最適化と運営方式の見直し、料金
改定や付帯サービスの充実による経営改善、地域
特性を活かした差別化戦略の展開、効果的な広報
戦略の構築などが主な内容です。また、環境保護
と持続可能性の追求、利用者サービスの向上も重
要な要素として挙げられています。
　委員会は、これらの対応策に基づいた具体的な
取組が実行されることで、市民の健康増進と地域
活性化に寄与する持続的な温泉施設運営を期待し
ています。今後も議会として執行部との連携を密
にし、状況変化に応じて柔軟に対応していく方針
です。
　　　　　温泉施設管理運営等調査特別委員会　
　　　　　　　　　　　　　　委員長　本田　忠

会議風景 委員長から議長へ報告 議長から市長へ報告

竹田温泉花水月 荻の里温泉 長湯温泉療養文化館御前湯
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写真提供者

後藤　俊治 氏 竹田市在住

大分県美術協会写真部常任委員・招待会員
Profile

竹田市議会

チャリティーショー
歳末助け合い

報
告

　友情や思いやりの大切さを伝える格好の素
材で、学校の教科書にも採用されてきた作品
です。議員全員が2班に分かれ、ダブルキャス
トで演じました。
　村人と仲よくなれず落ち込んでいる赤鬼
に、友達思いの青鬼が力を貸し、その後青鬼
は姿を消しました。赤鬼が青鬼の家を訪ね、
青鬼が旅に出たという手紙を見た赤鬼はしく
しくと泣き続けたというお話です。原作はこ
こで終わりですが、市議会のオリジナルとし
て、赤鬼は村人と一緒に青鬼を探し出し、み
んなで楽しく暮らすようになりハッピーエン
ド。最後は赤鬼と青鬼のタンゴを出演者全員
で踊り締めくくりました。
　リハーサルまでは、全員そろっての練習も
できなく、不安をかかえての本番入りでし
た。小さなハプニングはいくつかありました
が、皆さん一人ひとりの個性を十分発揮し素
晴らしい演技ができたと思います。
　皆さまのご支援・ご協力ありがとうござい
ました。

社会文教常任委員会　　　　　　
　委員長　熊野　忠政

今回の演目は昭和時代の児童文学の
名作「泣いた赤鬼」でした。

令和7年第1回（3月）定例会日程のお知らせ

  2月19日㈬　議会運営委員会
  2月26日㈬　本会議（議案の上程、諸報告ほか）
  3月 3日㈪　本会議（一般質問）
　 　 4日㈫　本会議（一般質問）
　 　 5日㈬　本会議（一般質問）
　 　10日㈪　本会議（質疑、委員会付託ほか）
　　　　　　  予算特別委員会
　 　11日㈫　予算特別委員会
　 　12日㈬　総務常任委員会
　 　13日㈭　産業建設常任委員会
　 　14日㈮　社会文教常任委員会
　 　18日㈫　議会運営委員会、全員協議会
　　　　　　  本会議（委員長報告・採決ほか）
※会議の日程等は変更になる場合があります。
※その他、議会情報は竹田市議会ホームページをご覧ください。

令和7年第1回（3月）定例会の議会日程（予定）を
お知らせします。

記事の訂正とお詫びについて

　たけた市議会だより第74号（令和6年11月1日発
行）の第10頁「任意制選挙公営制度の導入について」
の掲載記事に誤りがありましたので次のとおり訂正し
お詫びいたします。（該当箇所 10頁2段落7～9行目）

誤 … 大分県においても14市の中で8市が既にこの
　　  条例を制定しており、竹田市を除く残りの5市も
　　  導入に向けて検討中である。

正 … 大分県においても14市の中で8市が既にこの
　　  条例を制定している。

【午前の部出演議員】

【午後の部出演議員】


